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第 1 回検討会における主なご意見 

 

１．e ラーニングを導入する上での課題と方策 

（１）効果的な e ラーニングシステムの構築について 

○ 学習の質を担保するためには、受講生の成績もデータとして残り、教員が指

導に活用できる LMS（ラーニングマネージメントシステム）が必要。 

○ 専任教員養成においては、理論と実践を結びつけた教育が重要である。理論

と実践を結びつけるため、通常は、受講生同士がグループで、または２人で討

論やシミュレーションを行っている。 

e ラーニングでは対面して討論する方法の代わりに BBS（電子掲示板）システ

ムを活用し「つぶやき」を行っているが、全く異なる視点からの意見交換によ

り、受講生の視野を広げることができる。 

 

（２）学習効果の高いコンテンツの制作 

○ 講義形式のコンテンツの作り方はイメージがつくが、専任教員養成講習会の

場合、演習の内容が問題となる。演習の内容次第でコンテンツの作り方が異な

る。 

○ e ラーニングのコンテンツ制作担当者は「教員が実現したい授業」となるよう

に、コンテンツ提供の形態などについて努力する必要がある。 

○ 講師が画面中央で解説するコンテンツは、内容を捉えにくい。 

○ 音声や画面の中での講師の位置などもコンテンツのわかりやすさの要因であ

る。 

○ 学習効果を高めるためには、随時授業評価に基づく教育内容の改善が必要だ

が、e ラーニングの場合は、コンテンツ作成まで多くの人が関わるため、授業評

価を共有して頻繁にコンテンツを改良するのは難しいのではないか。 

○ コンテンツ改良の際、一画面が講師とパワーポイントで構成されるコンテン

ツは映像を全て撮り直すことが必要となるが、画面がパワーポイントのみの場

合は、比較的修正がしやすい。 

 

（３）受講者の意欲を高めるサポート体制の必要性 

○ 早稲田大学では e ラーニングで学ぶ学生を支援するため、修士以上の学位を

取得している教育コーチを配置している。教育コーチは教員の補佐的役割を期

待されており、メールなどで学生の質問に答えている。また、教員は受講者の

モチベーションを上げたり、レポートに対する解説を行うなどの役割を果たし

ている。 

資料１ 



 

○ e ラーニングを適用した場合、創造的な教育ができる教員を養成するためには、

受講生をどのようにサポートすればよいか検討する必要があるのではないか。 

 

○ e ラーニングは、受講者が能動的でモチベーションが高くないとうまくいかな

い。受講者が能動的に学習し、クリエイティブな思考ができる教育が必要では

ないか。 

○ e ラーニングは自己管理しなければ学習時間が保障されない。受講生が職務を

行いながら受講できるかどうかが問題。 

 

２．e ラーニングを適用する教育内容について 

○ e ラーニングは「教育分野」に導入可能ではないか。「専門分野」については、

受講生同士が話し合いながら学ぶことが学習効果をあげる。 

３．e ラーニングと集合研修の組合せ方について 

○ e ラーニングによる演習も可能であるが、スクーリングを行うとか、 

オンデマンド授業と対面授業を組合せる工夫が大切である。 

○ 専任教員養成講習会の基本の考え方として、e ラーニングのみならず集合研修

も必要。e ラーニングと集合研修の組合せ方も課題である。 

 

４．受講期間と教育効果からみた講習会の実施方法について 

○ 受講生が十分な学習時間が確保できない中で、複数年に渡る履修も可能とする

のかという判断も必要。 

○ 学習の順序性や、演習を通してさらに自分の課題を見つけることができるよう

な教育の方法について検討が必要である。 

 

５．その他 

○ 行政資料、白書以外の著作物や資料等をインターネットを通じて送信する場合

は、「公衆送信権」に抵触するため、利用の許諾が必要となる。許諾の費用が巨額

になる場合がある。 



財団法人日本訪問看護振興財団の「訪問看護eラーニング」について（ヒアリング結果） 

資料2 

平成15年度  開発・コンテンツ作成開始（～平成17年 モデル事業実施） 
平成18年度  日本看護協会による運用開始（平成20年度～  財団法人日本訪問看護振興財団による運用開始） 
平成23年度  第8回日本e-Learning大賞 奨励賞受賞  

平成22年度の運営状況について 
 ・ 受講（視聴）可能期間 5ヶ月間  受講料 15,000円 
 ・ 受講資格：訪問看護の知識取得を目指す者 
 ・ 受講者数 1,007人 （修了率85.3%） 
 ・ 総レッスン数 57レッスン（10分～30分／レッスン）  

コンテンツの特徴（構成：音声・画像有 テキストはダウンロード） 
 90% パワーポイント中心 
 10% 映像（例：訪問看護の場面、心臓マッサージのシミュレーション等） 

コンテンツの改善 
 ・ 運用開始から5年以上経過したことから、平成23年度と平成24年度に 
   コンテンツの大規模改訂 
 ・ 複数の受講生から同じ質問があった部分について修正を実施 
   結果として受講生からの質問は減少 
 ・ 統計・データや知見の更新があった場合は随時改訂を実施 

 
 
学習の評価 
 ・ 内容のまとまり（章）毎に択一式の確認テスト 
                      （1テスト20問，14問以上正解で合格） 
 ・ 設問はプール化し、ランダムに組み替えされて出題 
 ・ 修了要件：全確認テストの合格と映像以外の全レッスン視聴 

 
  
受講者管理・受講支援（体制） 
 ・ チューター制度：財団職員2名が受講生の質問にメールにて対応 
    ※ チューターの回答時間： 9:00～17:00 （メールは24時間受付） 
       質問対応：169件 （平成22年度） 
 ・ 受講促進メールを送信 
 ・ 別途ベンダーがヘルプデスク設置（ＰＣ操作、ＬＭＳ画面に関する質問等） 

    ※ ベンダーの対応時間： 9：00～17:00 （メールは24時間受付） 
                   操作方法等のベンダー回答：464件 （平成22年度）  

（受講生・運営者からの意見）  
 受講者側 
 ・ コンテンツ毎に教育内容のつながりなど、 
   カリキュラムとしての一貫性に不安を感じる 
 ・ テキスト中の「よくある質問」は、授業の内容に含めて 
   欲しい 
 ・ テキストのダウンロード・印刷は、時間と経費の負担 
 

 運営者側 
 ・ 確認テストの合格＝能力を獲得したかどうかの確認には 
   限界 
 ・ 受講者同士の交流が困難 
   （ＳＮＳ（ソーシャルネットワークサービス）活用の検討） 

受講者からのアンケート評価 
  
 ① 「満足であるか」 97%が肯定的 
    （52%「全くそう思う」、45%「ややそう思う」） 
 ② 「理解しやすいか」 94%が肯定的  
    （22%「とても理解しやすい」、72%「理解しやすい」） 
 ③ 「実践に活かせるか」 98%が肯定的 
    （57%「全くそう思う」、41%「ややそう思う」） 
 ④ 「操作性・機能」 92%が肯定的  
    （23%「とても使いやすい」、69%「使いやすい」） 
 ⑤ 「今後、望む研修方法」 
     48%「次のステップもeラーニング」、 
      9%「ビデオやDVD,CD-ROM」 



訪問看護eラーニングへ 
       ようこそ 

日本訪問看護振興財団 

eラーニング担当  



訪問看護eラーニングとは 

 

ネットにつながるパソコンとユーザＩＤ・パスワード 

があればいつでもどこでも 

訪問看護について学べます。 

受講可能期間は5ヶ月間です。 

ランです。 
eラーニングで訪問看護の 
基本的な知識と技術が 

勉強できます。 



申込みから受講まで 

日本訪問看護振興財団のホームページにアクセス 
        ↓ 
「訪問看護eラーニング」の画面にすすむ 
        ↓ 
 申し込み画面に必要情報を入力 
        ↓ 
 クレジットカードやコンビニエンスストアで入金 
        ↓ 
 ユーザＩＤ・パスワードがメールで届く 
  
  
 これで受講開始です 

体験版を視聴して 
パソコンの推奨環境を

チェック！ 



ここをクリック 



ここをクリック 



自分のＩＤ 
パスワードを 
入力します 



マイルーム画面です。 
ここをクリックして 
学習を開始します。 



コース目次です。 
どの項目からでも受講できます。 



レッスンコンテンツの最初の
ページです。ここをクリックして

開始します。 



レッスンコンテンツのページ例①です。 
スライド資料と音声解説で学習します。 



レッスンコンテンツのページ例②です。 
イラスト等を用い分かりやすい内容になっています。 



レッスンコンテンツ最終画面です。 
修了に必要なレッスンコンテンツはこの画面が 
表示されないと学習履歴が認証されません。 



レッスンコンテンツのスライド 
ページはＰＤＦでダウンロードし、
保存・印刷が可能です。 
その他、保存できる参考資料も
あります。 



参考資料の例①です。 
写真等を用いた資料も多く使用しています。 



参考資料の例②です。 
音声による学習もできます。 



参考映像の例①です。 
このような動画を利用した参考映像で 
も学習することができます。 



参考映像の例②です。 
他にも参考映像があります。 



確認テストです。 
修了にはテストごとに70％以上の 
正解が必要です。 



学習成績です。 
レッスンの学習やテストを受けると 
背景が黄色に表示されます。 



体験型コンテンツです。 
ゲーム感覚で学ぶことができます。 



チュータへの質問画面です。 
レッスンの内容に関する質問は 
こちらからお寄せ下さい。 



コースレビュー（アンケート）です。 
この送信をもって修了認定がされます。 



修了要件には含まれない 
コラムページです。 
eラーニングや訪問看護に関する 
情報などを紹介しています。 



修了証書発行の手順 

レッスンも全部学習
したし、テストにも合
格した。コースレ
ビューも送信ＯＫ！ 

印刷 
しましょう 

全てのレッスンコンテンツ学習が終了し、テスト合格および 
コースレビューが送信されるとマイルームに         
ボタンが表示されます。 
そのボタンをクリックして、修了証書を表示させてください。 
修了証書は印刷も可能です。 

 修了証書 



ここをクリックして修了証書を 
発行します。 



ここをクリックして修了証書 
を印刷します。 



さらに・・・・・ 

 
 

 

 訪問看護研修ステップ１ 
  修了と認定されます！ 
  
  

 
詳しくは日本訪問看護振興財団 
ホームページをご覧ください 

 



区分 １１府県の実施状況 

単位数と時間数 ・総単位数は34～38単位、総時間数は855～1220時間と幅がある。 

各分野共通 
・同じ授業内容であっても、都道府県によって単位数が異なっている。 
・同じ授業内容・単位数であっても、評価方法は異なっている。 
・出席時間を満たすだけで単位を認定している場合もある。 

基礎分野 
・3箇所が専任教員養成講習会実施要領の標準を超えて単位数と時間数を増加させている 
・11箇所で合計18の授業内容を設定している。 

教育分野 

・都道府県により各授業内容の1単位当たりの時間配分は異なっている 
 教育原理    ：30時間－9箇所 15時間－  1箇所    教育原理と教育課程５単位120時間－1箇所 
 教育方法  ：30時間－5箇所 15時間－  6箇所 
 教育心理学：30時間－5箇所 15時間－  5箇所 
 教育評価    ：30時間－1箇所 15時間－10箇所  

専門分野 

・８箇所が1つまたは複数の授業内容の単位数及び時間数を増加させている。 
・4箇所が授業内容の単位数を増加させている。  
・４箇所が授業内容を追加している。 

・2箇所が授業内容を変更している。 

その他 

・合計25の授業内容を設定している。 
・１箇所が単位数を増加させている。 
・３箇所が単位を付与しない特別講義を設定している。 
・1箇所が単位を付与しない授業内容を275時間設定している。（その他の2単位は基礎分野～ 
 専門分野の中に位置付けている。） 

平成23年度専任教員養成講習会の教育方法及び評価方法の実態 
資料３ 



区分 看護教育内容 授業内容 単位数 時間数 授業内容 単位数 時間数 授業内容 単位数 時間数 授業内容 単位数 時間数 授業内容 単位数 時間数 授業内容 単位数 時間数 授業内容 単位数 時間数 授業内容 単位数 時間数 授業内容 単位数 時間数 授業内容 単位数 時間数 授業内容 単位数 時間数 授業内容 単位数 時間数

看護教育の基盤 論理学 論理学 1 15 認識論 1 15 論理学 2 30 論理学 1 15 倫理学 1 15 論理学 1 15 論理的思考 1 15 論理学 1 15 論理学 1 15 論理学 1 15 論理的思考 1 15

哲学 哲学 1 15 論理学 1 15 生命倫理 1 15 哲学 1 15 発達心理学 1 15 情報科学 1 15 倫理学 1 15 哲学 1 15 論理的思考 1 15 哲学 1 15

情報科学 情報科学 1 15 情報科学 1 15 人間関係論 1 15 情報科学 1 15 比較文化論 1 15 情報科学 1 15 情報科学 1 15 統計・看護情報論 1 15

倫理学・生命倫理 発達心理 1 15 青年心理学 1 15 生命倫理学 1 15 情報科学 1 15

青年心理学 管理学概論 1 15 人間関係論Ⅰ 1 30 人間関係論 1 30
発達心理学
認知心理学

1 15 心理学 1 15 発達心理学 1 15

社会心理学 人間関係論Ⅱ 1 15 社会心理 1 15 人間関係論１ 1 15 人間関係論 1 15 社会心理 1 15

人間関係論 ヒューマンサービス論 1 15 人間関係論２ 1 15 人間関係論 1 15

比較文化論

文化人類学　等 人間と科学 1 15

小計４ 小計60 4 60 5 75 4 60 7 120 5 90 4 60 4 60 4 60 4 60 4 60 4 60

教育の基盤 教育原理 教育原理 1 30 教育原理 1 30 教育原理 1 15 教育原理 1 30 教育原理 1 30 教育原理 1 30 教育原理と教育課程 5 120 教育原理 1 30 教育原理 1 30 教育原理 1 30 教育原理 1 30

教育方法 教育方法 1 15 教育方法 1 30 教育方法 1 30 教育方法 1 30 教育方法 1 15 教育方法 1 15 教育方法 1 15 教育方法 1 30 教育方法 1 15 教育方法 1 30 看護方法 1 15

教育心理学 教育心理学 1 30 教育心理学 1 15 教育心理学 1 30 教育心理 1 15 教育心理学 1 30 教育心理学 1 30 教育心理学 1 30 教育心理学 1 15 教育心理 1 15 教育心理学 1 15 教育心理学 1 30

教育評価 教育評価 1 15 教育評価 1 15 教育評価 1 15 教育評価 1 15 教育評価 1 15 教育評価 1 15 教育評価 1 15 教育評価 1 15 教育評価 1 30 教育評価 1 15 教育評価 1 15

小計４ 小計90 4 90 4 90 4 90 4 90 4 90 4 90 8 180 4 90 4 90 4 90 4 90

看護論 1 30 看護学概論 15 看護論 1 30 看護論 1 30 看護論 1 30 看護論 1 30 看護論 1 30 看護論 1 30 看護理論 1 30 看護論 1 30 看護論 1 15

看護論 15

看護論演習 1 30 看護論演習 1 30 看護論演習 1 30 看護論演習 1 30 看護論演習 1 30 看護論演習 1 30 看護論演習 1 30 看護論演習 1 30 看護理論演習 1 30 看護論演習 1 30 看護論演習 1 45

概念化論 1 15

看護教育論 1 15 看護教育論 1 30 看護教育論 1 15 看護教育学論 1 15 看護教育論（概論） 1 15 看護学教育論 1 15 看護教育論 1 15 看護教育論 1 15 看護教育論 1 15 看護教育論 1 15 看護教育論 1 15 看護教育論 1 15

看護教育制度 1 15 看護教育制度 1 30 看護教育制度 1 15 看護教育制度 1 15 看護教育制度 1 15 看護学教育制度 1 15 看護教育制度 1 15 看護教育制度 1 15 看護教育制度 1 15 看護教育制度 1 15 看護教育制度 1 15 看護教育制度 1 15

看護教育課程 2 60 看護教育課程概論 1 15 看護教育課程論 2 45 看護教育課程概論 2 45 看護学教育課程 2 60 看護教育課程論 2 45 看護教育課程 2 60 看護教育課程論 2 45 看護教育課程論 2 45 看護教育課程論 2 45 看護教育課程 2 60

看護学教育課程 1 30

看護教育課程演習 4 120 看護教育課程演習 2 60 看護教育課程演習 2 60 看護教育課程演習 2 60 看護学教育課程演習 2 60 看護教育課程演習１ 1 30 看護教育課程演習 2 60 看護教育課程演習 2 60 看護教育課程演習 2 60 看護教育課程演習 2 60 教育課程演習 2 60

看護教育課程演習２ 1 30

看護教育方法論 3 90 看護学教育方法概論 1 15 看護教育方法論 3 90 看護教育方法 3 90 看護学教育方法 3 90 看護教育方法論１ 1 30 看護教育方法論 3 90 看護教育方法論 3 90 看護教育方法総論 1 15 看護教育方法 4 90 看護教育方法 3 90

看護学教育方法 2 45 看護教育方法論２ 1 30 看護教育方法各論 3 90

臨地実習指導方法 1 30 看護教育方法論３ 1 30

看護教育方法演習 3 90 看護教育方法演習 2 90 看護教育方法演習 3 90 看護教育方法演習 3 90 看護学教育方法演習 3 90 看護教育方法論演習１ 1 30 看護教育方法演習 3 90 看護教育方法演習 3 90 看護教育方法演習 3 90 看護教育方法演習 3 90 看護教育方法演習 3 90

臨地実習指導方法演習 1 30 看護教育方法論演習２ 1 30

看護教育方法論演習３ 1 30

看護教育実習 2 90 看護教育実習 3 105 看護教育実習 2 90 看護教育実習 2 90 看護学教育実習 2 90 看護教育実習 2 90 看護教育実習 2 90 看護教育実習 2 90 看護教育実習 2 90 看護教育実習 2 90 看護教育実習 2 90

在宅看護論実習 1 45

専門領域別看護論 1 15 専門領域別看護論 1 15 専門領域別看護論 1 15 専門領域別看護論 1 15 専門領域別看護論 1 15 専門領域看護論 1 15 専門領域別看護論 1 15 専門領域別看護論 1 15 専門領域別看護論 1 15 専門領域別看護論 1 15 専門領域別看護論 1 15 専門領域別看護論 1 15

専門領域別看護論演習 2 60 専門領域別看護論演習 2 60 専門領域看護演習 2 60 専門領域別看護論演習 2 60 専門領域別看護論演習 2 60 専門領域別看護論演習 3 90 専門領域別看護論演習１ 1 30 専門領域別看護論演習 2 60 専門領域別看護論演習 2 60 専門領域別看護論演習 2 60 専門領域別看護論演習 2 60 専門領域別看護論演習 2 60

専門領域別看護論演習２ 1 30

看護教育評価 1 30 看護教育評価論 1 30 看護教育評価 1 30 看護教育評価論 1 30 看護教育評価 1 30 看護学教育評価 1 30 看護学教育評価 1 30 看護教育評価 1 30 看護教育評価論 1 30 看護教育評価論 1 30 看護教育評価論 1 30 看護教育評価 1 30

看護教育評価演習 1 30 看護教育評価演習 1 30 護教育評価演習 1 30 看護教育評価演習 1 30 看護教育評価演習 1 30 看護学教育評価演習 1 30 看護教育評価演習Ⅰ 1 30 看護教育評価演習 1 30 看護教育評価演習 1 30 看護教育評価演習 1 30 看護教育評価演習 1 30 看護教育評価演習 1 30

看護教育評価演習Ⅱ 1 30

研究方法 2 60 研究方法 2 60 看護研究 2 60 研究方法 2 60 看護教育研究方法 1 30 研究方法 2 60 研究方法Ⅰ 1 30 研究方法 2 60 研究方法 2 60 研究方法 2 60 研究方法 2 60 研究方法 2 60

看護教育研究計画演習 1 30 研究方法Ⅱ 1 30

看護教育研究演習 1 30

看護学校経営 看護学校管理 1 15 看護学校管理 1 15 看護学校管理 1 15 看護学校管理 1 15 看護学校経営 1 15 看護学校管理 1 15 看護学校管理 1 15 看護学校管理 1 15 看護学校管理 1 15 看護学校管理 1 15 看護学校管理 1 15 看護学校管理 1 15

マネジメント理論 1 15 看護管理 1 15

24 小計675 27 825 26 720 24 675 27 735 26 735 25 705 24 690 24 675 25 690 25 675 24 690

社会保障論 1 15 倫理学 1 15 特別講義 2 30 看護管理概説 20 キャリアアップ論 1 15 特別講義（討議法） 1 15 医療の動向 1 15 健康政策論 1 15 人間工学 1 15 カウンセリング 1 15 グループワークの技法 1 15

看護教員養成に 文化人類学 1 15 経営管理論 1 15 看護専門職論 40 健康政策論 1 15 特別講義（がん看護） 1 15 組織行動論 1 15 リーダーシップ論 1 15 医療経済学 1 15 社会心理学 1 15 医療経済学

必要と思われる ヘルスケア提供システム論 20 健康政策論 1 15 保健福祉の動向

教育内容とする。 看護サービス提供論 60 特別講義 30 特別講義 (18) 集団力学 1 15 看護行政の動向

グループマネジメント 40 医療人類学 1 15 学生のメンタルヘルス

看護情報論 20

社会福祉学 30 特別講義 (3)

介護福祉学 30

コミュニケーション技術（15） 15

2 30 2 30 2 30 2 30 275 2 60 2 30 2 30 2 30 2 30 5 75 2 30

34 855 37 1005 37 915 34 855 38 1220 37 975 35 885 38 960 34 855 35 870 38 900 34 870

5545 30 60 30 30 3540 45 40 30

看護教育課程演習 2 60

看護教育実習 2 90

看護教育課程論 2 45

受講者数

研究

教育実習

看護教育方法

そ　の　他

合　計

Ｃ

1 30

Ｆ

基
礎
分
野

教
育
分
野

平成23年度専任教員養成講習会における教育方法及び評価方法の実態（都道府県別）

看護論

看護教育学

看護教育課程

看護教育演習

3 90

看護論

看護論演習

Ｈ

専
門
分
野

ＫＤ Ｅ Ｇ ＪＩ実　施　要　領 A Ｂ

15

看護教育評価

3 90

看護教育方法演習

1

看護教育方法論

（専門領域別演習と進度を合わせて実施）

301

別表１ 

１ 



講義形式 演習形式 グループワーク ＰＢＬ※ その他 レポート テスト 面接 出席のみ その他

5 1 15 5 2 3

1 2 30 1 2

論理的思考 3 1 15 3 2 2 1(授業への取り組み)

生命倫理学 2 1 15 2 1 1 1

倫理学 4 1 15 4 2 2

哲学 4 1 15 4 1 3

心理学 1 1 15 1 1

発達心理学 4 1 15 4 1 1 2

青年心理学 1 1 15 1 1

社会心理学 2 1 15 2 1 1

人間関係 1 1 15 1 1

4 1 15 4 2 3 1(インタビュー) 1 2

1 1 30 1 1 1 1

1 1 15 1 1

1 1 30 1 1 1 1

人間関係論Ⅱ 1 1 15 1 1 1 1(体験学習等) 2

情報科学 7 1 15 7 2
2(表計算と文書作成

統計処理) 3 4

統計と情報科学 1 1 15 1 1 1 1 1(ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ参加度)

人間と科学 1 1 15 1 1 1

比較文化論 1 1 15 1 1

ヒューマンサービス論 1 1 15 1 1 1 1

1 1 15 1 1

9 1 30 9 1 1 3 2 4

教育原理と教育課程 1 5 30 1 1

5 1 15 5 2 3 １(授業・演習の参加度)

6 1 30 6 2 1 1 3 1 1(発表)

9 1 15 9 4 1 4

2 1 30 2 2

7 1 15 7 1 1 4 2 2
１(演習、参加状況)
１(授業への参加度)

4 1 30 4 2 2

10 1 30 10 3 3 5 5

1 　併せて 18

1 2 42 1 1 1 １(ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ参加度)

10 1 30 1 10 9 2
１(模擬患者との
ロールプレイ) 10 1

概念化論 1 1 15 1 1 1 1

看護教育論 11 1 15 11 2 2 5 1 4 1(授業・演習の参加度)

看護教育制度 11 1 15 11 4 3 5 1 5 1(講義への参加度)

7 2 45 7 1 1 3 3 2

4 2 60 4 2 2 2 1 １(講義への参加度、発表)

9 2 60 9 8 1 9 1（態度、発表）

1 4 120 1 1 1 1 1

看護教育課程演習Ⅰ 1 30 1 1 1 1（態度、発表）

看護教育課程演習Ⅱ 1 30 1 1 1

9 3 90 9 4 3 １(病院実習) 6 3 1 1(授業態度、発表内容、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ参加
度)

1 4 90 1 1 1 1

看護教育方法論Ⅰ 1 30 1 1 1 1

看護教育方法論Ⅱ 1 30 1 1 1 １(ロールプレイ) 1

看護教育方法論Ⅲ 1 30 1 1 1 1

9 3 90 9 8 2 8 1 1（態度、発表）

1 4 105 1 1 1

看護教育方法論演習Ⅰ 1 30 1 1 1

看護教育方法論演習Ⅱ 1 30 1 1 1 1(模擬授業の実施)

看護教育方法論演習Ⅲ 1 30 1 1

看護教育実習 10 2 90 9 1 1

１(教育実習評価表)
１(観察内容・学生との関わり内容)
１(授業・実習指導の実際の評価)
１(実習評価)
１(学習態度)

看護学教育実習 1 2 90 1 1(評価表)

在宅看護実習 1 1 45 1 1

専門領域別看護論 11 1 15 10 2 4 6 １(授業態度)

9 2 60 1 9 6 2 １(現場での実践) 8 1 １(授業実践内容)

1 3 75 1 1 1

専門領域別看護論演習Ⅰ 1 30 1 1 1

専門領域別看護論演習Ⅱ 1 30 1 1 1

看護教育評価 11 1 30 11 4 3 5 4 1 １(講義・課題への参加度)

看護教育評価演習 10 1 30 3 10 8 2 8 2 １(演習への参加度)

看護教育評価演習Ⅰ 1 30 1 1 1

看護教育評価演習Ⅱ 1 30 1 1 1 1

研究方法 9 2 60 9 7 7 1 9 1 １（発表内容）

研究方法Ⅰ 1 30 1 1 1

研究方法Ⅱ 1 30 1 1 1

看護教育研究方法 1 30 1 1

看護教育研究計画演習 1 30 1 1 1

看護教育研究演習 1 30 1 1 1

看護学校管理 10 1 15 10 2 2 1(養成所見学) 8 3

看護学校経営 1 1 15 1 1

マネジメント理論 1 1 15 1 1

看護管理 1 1 15 1 1
      ※ＰＢＬとは、課題解決型学習

専任教員養成講習会における教育方法及び評価方法の実態　

基
礎
分
野

看
護
教
育
の
基
盤

論理学 6

人間関係論 5

人間関係論Ⅰ 2

実施箇所数 単位数区分 時間数教育内容

教育方法 11

授業の形式 授業の具体的な方法 評価の方法

教育原理 10

教育心理学 11

教育評価 11

授業内容

看護教育方法

看護教育方法論

看護教育評価

研究

看護学校経営

看護教育方法演習

看護論

看護論

看護論演習

看護教育学

看護教育課程

教
育
分
野

教
育
の
基
盤

1

10

専門領域別看護論演習 10

教育実習

看護教育演習

11

11

10

看護教育課程論

看護教育課程演習

11

10

専
門
分
野

1

1

1

1

1

1

別表２ 
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「その他」として設定されていた教育内容とその育方法および教育評価の実態（単位付与）

講義形式 演習形式 グループワーク ＰＢＬ その他 レポート テスト 面接 出席のみ その他

医療人類学 1 1 15 1 1

文化人類学 1 1 15 1 1

倫理学 1 1 15 1 1

社会心理学 1 1 15 1 1

カウンセリング論 1 1 15 1 1

人間工学 1 1 15 1 評価なし

医療経済学 1 1 15 1 評価なし

経営管理学 1 1 15 1 1

健康政策論 3 1 15 3 1 1 2 2

社会保障論 1 1 15 1 1

キャリアアップ論 1 1 15 1 1

リーダーシップ論 1 1 15 1 1

集団力学 1 1 30 1 1 1

グループワークの技法 1 1 15 1 1 1 1 講義への参加度

医療の動向 1 1

組織行動論 1 1

特別講義(討議法） 1 1 15 1 1 1文献検索 1

特別講義（がん看護） 1 1 15 1 1
特別講義 1 2 30 1

「その他」として設定されていた教育内容とその育方法および教育評価の実態（単位を付与しないもの）

講義形式 演習形式 グループワーク ＰＢＬ その他 レポート テスト 面接 出席のみ その他

看護管理概説 20 1 1 1 1

看護専門職論 40 1 1

ヘルスケア提供システム論 20 1 1 1 1

看護サービス提供論 60 1 1 1 1

グループマネジメント 40 1 1 1 1

看護情報論 20 1 1
社会福祉学 30 1 1
介護福祉学 30 1 1

コミュニケーション技術 15 1 1

1 なし 3 1

1 なし 18 1
1 なし 30 1

3特別講義

評価の方法

1

単位数 時間数
授業の形式

1

実施箇所数
授業の具体的な方法

2 30

授業の形式 授業の具体的な方法 評価の方法

1 なし 

その他 実施箇所数 単位数

その他

時間数

専任教員以外の 

資格のために 

試験を実施 

2



第 2 回検討会における論点 

 

１ 専任教員養成講習会における授業の方法、評価の方法からみた、e ラーニングになじみ

にくい授業内容はなにか。 

 

 １）授業の方法は「講義形式」「演習形式」のいずれか、あるいは組合せて行われている

が、「授業の形式」を考慮する必要があるか。 

考慮するとすれば、e ラーニングになじみにくい授業の形式はなにか。 

 

２）評価の方法は「レポート」「テスト」「出席のみ」のいずれか、あるいは組合せて行

われているが、「評価の方法」を考慮する必要があるか。 

考慮するとすれば、e ラーニングになじみにくい評価の形式はなにか。 

 

３）「基礎分野」「その他」について 

①都道府県が自由に授業内容を決めることができるため多様な授業内容が設定されて

いるが、e ラーニングの適用をどのように考えるべきか。 

②授業内容が同じであっても 1 単位あたりの時間数の設定が異なるが、e ラーニングの

適用をどのように考えるべきか。 

 

４）「教育分野」について 

①同じ授業内容であっても 1 単位あたりの時間数の設定が異なっている場合があるが、

e ラーニングの適用をどのように考えるべきか。 

②専門分野の授業内容の基盤となることから、教育内容の平準化を図るために、e ラー

ニングを適用することとしてはどうか。 

 

５）「専門分野」について 

①「看護論」「看護教育課程」「看護教育方法」のように「講義」と「演習」から構成

される教育内容について、e ラーニングの適用をどのように考えるべきか。 

②「看護教育課程演習」「看護教育方法演習」「専門領域別看護論演習」「看護教育評価

演習」は、授業が「グループで課題に取り組む演習」「個人で課題に取り組む演習」

のいずれか、あるいは組合せて行われているが、e ラーニングの適用をどのように考

えるべきか。 

 

２ 専任教員養成講習会修了時の到達目標と主な教育内容の観点から、e ラーニングになじ

みにくい授業内容はあるか。 

資料４ 



※「専任教員養成講習会及び教務主任養成講習会ガイドライン」（平成22年4月1日）より抜粋

講習会終了時における到達目標 主な教育内容

1 組織の一員として、カリキュラム運営について教員会議で発言する必要性
がわかる。

2 自己の看護教育に対する考え方を理論的に明確にし､学生に示すことがで
きる。

3 私はこれから教師という仕事にやりがいを見出し取り組んでいける。

4 自分の役割を果たす上での限界を同僚、あるいは関係者に説明できる。

5 自分の言動が学生に及ぼす影響を自覚して、責任ある行動がとれる。

6 教師として知り得た学生の個人情報を他所で話題にしないように行動す
る。

7 学生が立てた学習計画を尊重しながら、助言している。

8 授業では、学生の意見や要望を認め、受け入れるような関わりができる。

9 学生の個性を大切にし､個々の成長に応じて対応できる

10 学生の相談に応じる際には丁寧に話を聴き、学生が自分の気持ちを本音で
話せるように関わろうとする。

11 ケア場面において、患者の反応や学生のケア提供による影響を見極め、援
助の中止・変更を決定できる。

12 学生がケアを患者の状態に合わせて安全に実施できるように、患者のベッ
ドサイドで、ケアの改善点をタイミングよく助言・指導できる。

13 対象となる学生の既習知識・経験・考え方を捉え、授業の到達目標が設定
できる。

14 自己の看護観と教育観を踏まえた教材研究をし、授業内容を抽出できる。

15 授業内容を中核目標として、論理性のある順序で配列できる。

16 実習目標を達成するために、患者に必要なケアや学生の実習体験を考慮し
て、指導内容を抽出できる。

17 実習目標を達成するために、患者の状況と学生の実習体験を考慮して、実
習指導方法を選択できる。

18 保健師等養成所指定規則と比較して、自校または、教育実習を行った養成
所のカリキュラムの特徴を述べることができる。

19 自校または、教育実習を行った養成所の看護教育の現状を分析し、カリ
キュラム上の課題を見出すことができる。

20 授業では、学生の反応を捉えながら、教材・教具を提示し説明できる。

21 授業では、発問や指示、ＫＲ情報を用いて学生の思考を促し、理解内容の
確認ができる。

22 学生が看護の現象について研究的態度で追求できるように、文献の検索方
法や読み方を指導できる。

23 学生がケアを患者の状態に合わせて安全に実施できるように、患者のベッ
ドサイドで、ロールモデルを示すことができる。

24 学生と患者の関係を捉えて、患者-看護師関係形成の視点から調整の必要
性が判断できる。

25 学生に体験の振り返りを促し、看護として意味づけられるように発問でき
る。

26 学習内容が深化していくようにグループダイナミクスを活用して、カン
ファレンスを運営できる。

27 授業目標の達成についての評価結果を指導に生かすことができる。

28 指導過程を振り返り、用いた教材や指導技術について、改善点を見出すこ
とができる。

Ｇ 創造的教育活動の推進
29 人々の協力を得て、教育活動を新たに考えだすことができる。

Ｈ
教育機関における危機
管理

30 学習活動の中で起こりうるリスクを予測し、事故を予防するための対処方
法が考えられる。

31 臨地実習において、学習が促進するように、実習に必要な物品や実習指導
者との関係を整えることができる。

32 必要に応じて、臨地実習の指導責任者や指導者との連絡や調整の時期を判
断できる。

Ｊ 教育組織の管理
33 自分が担当している業務内容を同僚に話し､意見を求める必要性がわか

る。

Ｋ 専門性の向上
34 専門領域の内容に関する教材研究において、テキスト・資料の内容を批判

的に検討できる。

Ｌ
看護教育の質の評価と
改善

35 困難を感じた自己の教育実践を振り返り、その実践についての新たな教育
的理解を見出すことができる。

36 専門領域の看護学研究の動向を把握し、追求したいテーマを見出すことが
できる。

37 看護教員として自己のあり方を洞察し、課題を見出すことができる。

38 専門領域の看護実践力を高めるために、実践的な内容に関する研修を続け
ていくことができる。

Ｆ 教育実践の評価

表２　　看護教員の教育実践力と講習会終了時における到達目標と主な教育内容

能力 下位の能力

Ⅰ
　
看
護
教
育
の
基
盤
と
な
る
能
力

Ａ 看護教員の基本的責務
・看護教育における教師の役割と求められる資質
・看護教員として果たすべき責務と業務の範囲
・看護教育における倫理
・看護教師のあり方
・学校管理における教員の役割
・成長発達に伴う学習者の心理
・学習者の個と集団の理解
・学習者と教師の相互理解
・青年期である学生の価値観や信条・文化
・学習者との相互理解を基本とした援助関係を形成

Ｂ
看護教育における倫理
的実践

Ｃ
看護学生との援助的人
間関係

　　　　　　　　　　　　　参考資料

・看護学校における管理
・学校管理における教員の役割
・看護学校経営と組織運営
・看護教員として果たすべき責務
・看護教員として求められるリーダーシップ理論
・危機管理
・協働学習

Ｉ
教育組織におけるチー
ム連携

Ⅲ
　
看
護
教
育
実
践
の
中
で
研

鑽
す
る
能
力

・看護研究の意義と目的
・文献検索
・看護研究デザインと研究プロセス
・研究論文の読解と研究結果の活用
・各領域の専門的研究
・生涯学習
・論理的思考と表現力
・ものの見方や認識Ｍ 継続学習

Ⅱ
　
看
護
教
育
の
展
開
能
力

１
　
看
護
学
生
の
レ
デ
ィ
ネ
ス
に
応
じ
た
教
育
実
践
力

Ｄ
看護教育における教育
的判断

２
　
教
育
環
境
と
教
育
体

制
の
調
整
能
力

・看護観の明確化
・各看護学の専門領域の概要と構造
・変化する保健医療福祉制度の動向
・看護教育を取り巻く環境の変化
・看護教育における教材研究
・看護教育における技術教育
・看護教育における「統合」の方法
・看護教育における教授学習計画
・指導技術
・単元の学習指導計画・講義の指導案の作成と実施
・臨地実習の学習指導計画および指導案の作成と実施
・教育課程の基礎理論
・看護教育課程の編成方法
・教育課程評価
・看護教育課程の編成の実施
・看護教育における評価
・授業評価

Ｅ
看護教育の計画的な展
開



専門分野
基礎分野・教育分野
その他（関連分野）

看護教育に関する内容

授業を構成し、実践する 実践した教育を評価で 教育内容を編成する能力 教師として、学校の組

看護学に関する内容 研究に関する内容能力を養うための内容 きる能力を養うための を養うための内容 織運営に主体的にかか
内容 わる能力を養うための

教育内容の核となる 「看護教育方法論」 「看護教育課程論」 内容 研究の考え方を教授
看護学の理解と自己 「看護教育方法演習」 「看護教育評価論」 「看護教育課程演習」 活動に活用し、かつ
の看護観を深めるた 「看護教育実習」 「看護教育評価 「看護学校管理」 学生の看護研究の指
めの内容 演習」 導ができるための内

容
「看護論」
「看護論演習」 「研究方法」

看護教師としてのあり方を追求し、高等教育における教師観・
「専門領域別 教育観を明確にするための内容

看護論」 「看護教育論」
「専門領域別

看護論演習」 看護教育のあり方を社会の変化を踏まえて理解し、追究する
ための内容

「看護教育制度」

教育学に関する内容 看護教育の基礎に関する内容 教育内容全体に幅や深さを持たせるための内容

教育の基本を理解するための内容 教師としてのものの見方、考え方を深め広めるため 人間理解や社会情勢の理解を深める内容
「教育原理」 の内容 看護教員として求められるリーダーシップ理論と活用
「教育心理学」 論理的思考や表現力を養うための内容 方法が学べる内容
「教育方法」 情報化に対応し得る能力を養うための内容 学習者と教師との相互関係を深めるための内容
「教育評価」 教育の対象である学生の理解を深めるための内容 変化する保健医療福祉制度の動向が理解できる内容

学習者との相互理解を基本とした援助関係を形成で 自己の看護観や教育観を深める内容
きる能力を養うための内容

図２ 教育内容の構造



 

表３ 教育内容一覧 

 

＜基礎分野＞ 看護教員として必要な基礎知識を学ぶ。 

教育内容 目 標 授業科目 時間数 単位数 主な内容 

看護教育の基盤 

 

 

ものの見方や考え方を広

げ、教育の対象である学習

者の理解を深める。 

＜授業科目の例＞ 

論理学 

哲学 

情報科学 

倫理学、生命倫理 

青年心理学、社会心理学 

人間関係論 

比較文化論、文化人類学 

等 

６０ 

 

４ ＜教育内容＞ 

・論理的思考と表現力を養うための内容 

・ものの見方や認識について理解するための内容 

・情報化に対応し得る能力を養うための内容 

・青年期である学生の価値観や信条・文化を理解するための

内容 

・学習者との相互理解を基本とした援助関係を形成できる能

力を養うための内容 

 

＜教育分野＞（教育に関する分野） 教育の原理を系統的に学ぶ。 

教育内容 目 標 授業科目 時間数 単位数 主な内容 

教育の基盤 

 

教育の本質、教育方法、技術

学習過程、教育評価の基本的

理論を学ぶ。 

 

 

 ９０ ４  

教育原理 

 

 

  ・教育の本質 

・教育の目的 

・教育の歴史 

・教育の内容（教育内容と教育課程） 

・教育制度 

教育心理学   ・成長発達に伴う学習者の心理の理解 

・学習者の個別的理解 

  評価的理解 

  共感的理解 

・学級集団の理解 

・学習理論と学習指導の方法 

・学習過程とそれに関与する心理学的要素 

教育評価   ・教育評価の意義と機能 

・教育目標の分類体系とその活用 

・評価の種類 

・評価用具の信頼性と妥当性 

教育方法   ・教育方法のとらえ方 

・教授－学習理論の変遷と現状の理解 

行動主義による学習観、認知心理学による学習観、 

状況論的学習観 

・工学的アプローチと羅生門的アプローチの理解 

・教授－学習方法の原則の理解とその活用方法 

・教授－学習過程の理解 

・教材研究の知識と活用方法 

・指導技術の知識と活用方法 

・授業の評価の方法 

 

＜専門分野＞（看護に関する分野） 看護学の教授、学習活動に関する理論を学ぶ。 

教育内容 目 標 授業科目 時間数 単位数 主な内容 

看護論 

 

 

 

 

 

人間の健康、看護の考え方

を多角的に学び、自己の看

護観を明確にする。 

 

看護論 

 

３０ １ 

 

・看護の定義とその変遷 

・「人間」「健康」「環境」「看護」の概念の明確化 

看護論演習 

 

 

 

３０ １ 

 

・看護師の役割と専門性 

・看護活動の場と対象のニーズ 

・生命倫理や人権意識と看護 

・自己の看護実践の振り返りからの看護観の明確化 

看護教育学 

 

 

看護教育の目的、内容、方法

などの基本理論を学び、看護

教育のあり方について考え

る。 

看護教育論 

 

 

１５ １ ・看護教育を支える法制度と看護教育の現状 

・看護教育を取り巻く環境の変化 

・看護教育における倫理の理解 

・看護教育における教師の役割と求められる資質 

・看護教員として果たすべき責務と業務の範囲 

・看護基礎教育と生涯教育 

看護教育制度の変遷と現在

の教育制度について理解す

る。 

看護教育制度 

 

１５ １ ・看護教育制度の成り立ちと変遷 

・現在の看護教育制度 

・現代の看護教育の問題点と将来の展望 

看護教育課程 

 

 

 

看護教育課程編成の基本的

な考え方を学び、看護学全体

の構造を理解する。 

 

 

 

 

看護教育課程論 

 

 

 

 

 

４５ ２ ・教育課程の基礎理論の理解 

・看護教育課程の理解 

  看護教育制度からみた教育課程の理解 

  保健師助産師看護師学校養成所指定規則の理解 

・看護教育課程の編成方法の理解 

統合分野の考え方 

  統合分野における教育内容とその方法の理解 

・教育課程評価の考え方と方法 



 

看護教育課程編成のプロセ

スを学び、看護師教育のあり

方を理解する。 

 

 

 

 

看護教育課程演習 

 

 

 

 

 

 

 

６０ ２ ・看護教育課程の編成の実際 

  看護教育のニーズと制約の考え方と実際 

  教育理念の考え方と実際 

  期待する卒業生像の考え方と実際 

  教育目的、教育目標の考え方と実際 

  教育内容の抽出の考え方と実際 

  教育内容の組織化の考え方と実際                    

・看護教育課程の課題 

看護教育方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習指導計画、教材作成につ

いて学び、これを活用して講

義、演習、実習等における

展開方法を学ぶ。 

 

看護教育方法論 

 

 

９０ ３ ・看護教育における教授―学習活動の成立 

・看護教育における教材と教材研究 

教材研究の過程 

看護技術教育における教材の精選 

臨地実習における学習者の経験の教材化 

・看護教育における技術教育および問題解決能力、「統合」

する力を育成する方法 

  看護技術力を促す教育方法 

  思考過程を促す教育方法 

「統合」する力を育てる教育方法 

・看護教育における教授学習計画作成の考え方 

講義、演習、臨地実習指導案作成の考え方 

・教育指導技術の種類と特徴 

・授業評価の考え方（講義、演習、臨地実習） 

学習指導計画、指導案を作成

し、模擬授業を行い（実習指

導を含む）、その結果を考慮

し看護教育方法を身につけ

る。 

看護教育方法演習 

 

 

９０ ３ ・単元の学習指導計画の作成の実際 

・講義の指導案作成 

・演習（カンファレンス、技術演習）指導案の作成 

・臨地実習の学習指導計画および指導案の作成 

・授業のリフレクションによる自己の課題の明確化 

看護教育の理論と技術を実

際に適用し、教育方法や教師

のあり方を学ぶ。 

看護教育実習 

 

 

 

９０ ２ ・看護学生の理解の実際 

・講義または演習の指導の実際 

・臨地実習指導の実際 

・看護教師のあり方の理解 

看護教育演習 

 

 

各領域別看護における内容

とその構造を理解する。 

専門領域別看護論 １５ １ ・在宅看護、国際看護、災害看護、医療安全、看護管理の

概要と構造の理解 

各専門領域別看護の教育内

容、教育方法について学ぶ。 

（選択制） 

(統合分野を含む専門領域か

ら一領域を選択） 

専門領域別看護論演習 

 

 

６０ ２ ・各専門領域の概要と構造の理解 

・各領域の専門的研究に対する文献等のクリティークからの

教育内容の明確化 

・各領域の看護実践の振り返りと看護教育に必要な教育内容

や教育方法の明確化 

看護教育評価 

 

 

 

看護教育内容の評価方法を

理解し、その適用について学

ぶ。 

 

看護教育評価論 

 

 

３０ １ ・看護教育における評価の目的と機能 

・看護教育における評価目標設定と評価基準 

・看護教育における授業内容と評価用具 

・看護教育における授業の評価計画 

・看護教育評価の現状と課題 

看護技術評価を作成し、看護

教育評価の理解を深める。 

看護教育評価演習 ３０ １ ・看護技術における評価規準と評価基準の作成の実際 

・看護技術の評価方法の実際 

研究 

 

看護教育における研究の意

義を理解し、研究結果の教育

活動への活用や看護研究の

指導方法を学ぶ。 

 

研究方法 

 

 

 

６０ ２ ・看護研究の意義と目的 

・文献検索の意義と方法 

・看護研究デザインと研究プロセスの理解 

・研究論文の読解と研究結果の活用 

・学生が事例研究を学ぶ意義と指導方法 

・看護学における研究の現状と課題 

看護学校経営 看護学校の組織運営の特性

と管理のあり方を学ぶ。 

 

看護学校管理 １５ １ ・学校管理の基本 

・看護学校運営に関する指導要領及び手引きの理解 

・看護学校経営と組織運営の特性 

・学校管理における教員の役割 

・看護学校における管理の実際 

 （人事管理、学級管理、事務管理、図書管理、施設・物品

管理、危機管理、情報管理など) 

・看護学校運営の評価と今後の課題 

 

＜その他＞  

教育内容 目 標 授業科目 時間数 単位数 主な内容 

 

 

 

 

看護教員に必要と思わ

れる教育内容を学ぶ。 

＜授業科目の例＞ 

民俗学 

身体論 

生命倫理 

医療経済論 

健康政策論 

リーダーシップ論 

コミュニケーション論 

カウンセリング論 

キャリアアップ論    等 

３０ ２ ＜教育内容＞ 

・人間理解や社会情勢の理解を深める内容 

・看護教員として求められるリーダーシップ理論と活用方法

が学べる内容 

・学習者と教師の相互理解を深めるための内容 

・変化する保健医療福祉制度の動向が理解できる内容 

・自己の看護観や教育観を深める内容 

 

 

＊各都道府県の特徴を生かして科目設定する。 
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